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は じ め に

タイ国の気候についてはかなりおおくの文献でとりあっかわれているが,植生タイプの分布

との関連において検討したものはあまりみあたらない｡その理由の第 1は,おそらく必要な気

象観測所の数が十分でなく,特に山間部における観測所網は平野部におけるそれとくらべ,い

ちじるしくす くないためであろう｡と同時に植生分布についても観察にとほしく,信頼できる

大縮尺の植生図がないこと,各タイプの植生についての季節的な観察がす くないことによるの

であろう｡

小論は不備ではあるが,タイ国の森林植生分布の気候的解釈のための準備として,主として

気候諸要因の季節性と分布,および気候区分について考察 しようとするものである｡

Ⅰ 地 形 区 分

気候についてのべるまえに,タイ国の地形区分について総括的なとりまとめをおこなってお

きたい｡タイ国が地理的に熱帯圏にあることは,どんな地図をみても容易に理解できよう｡北

緯 5度 35分 から20度15分,東経 97度30分 から106度にまたがり,象の首の形をしたこの国は

511,936平方キロの国土面積をもち,うち321,289平方キロを森林でおおわれている｡1'

タイの地理書2) によれば,この国は大きく四つの地方にわけることができるとし,(1)北部,

(2)中部,(3)東北部,(4)南部の区分をもうけている｡この地方区分は地理的にあるいは行政区分

的につかわれているようであるが,各地方の境はかなりまちまちにつかわれている｡タイ政府

の出版物にも統一がなく,たとえばおなじ農業省発行の農業統計書でも1961年版3)と1963年版4)

では地方界が一致 していない｡とくに北部と中部の境はまちまちである｡このような地方界の
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荻野 :タイ国の気候区分にかんする一考察

図 1 主 要 山 系 と 地 形 区 分

主要山系の概略と地形区分をしめす｡

主要山系の位置はタイ地理事典付図 (PhaenthiPrakoPakkha-

ranukromPhunmisa'tthai)により, Pendleton の地形区分

をかきいれた｡
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1･Chiengrai
2･Maehongs9n
3.Chiengma1
4.Nan

5.Lampang
6.Phrae
7･Maesarieng
8.Uttaradit
9.Maesot
10.丁ak
ll.Loei
12.Udonthani
13.Nakhonphanom
14.Khonkaen
15.Mukdahan
16.Roi-et
17.Chaiyaphum
18.Ubonratchatllani
19.Nakhonratchasima
20.Surin
21.Phitsanulok
22･Kamphaengphet
23.Phetchabun
24.Nakhonsawan
25.Lopburi
26.Suphanburi
27.Kanchanaburi
28.DonMuang
29.Bangkok
30.Prachinburi

31.Aranyaprathet
32.Sattahip
33.Chanthaburi
34.Khlongya1
35.HuaHim
36.Prachuapkhirikhan
37.Chumphon
38.BanDon
39.Nakhonsithammarat
40.Songkhla
41.Narathiwat
42.Ranong
43.Phuket
44.Trang

PhysiographicRegions
ICentralPlain
IIContinentalHighlands
IIIKhoratPlateau

IVSoutheasternRegion
VPeninsulaRegion
MountainRanges
1.Daenlao
2.Thanonthongchai
3.Tanaosi(Tenaserim)
4.Phiphannam
5.LuangPhrabang
6.Phetchabun
7.Dongphayayen
8.Sankamphaeng
9.Phanomdongrak
10.NortheasternHill
ll.Chanthabur1
12.Banthat
13.Phuket
14.Nakhonsithammarat
15.Sankalasi
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不統一,とくに中部と北部の境がでたらめにつかわれるのは混乱をまね くおそれがあろう｡

Pendleton5) は地形の特長による区分をおこない,(1)中央平原,(2)内陸高地, (3)コラー ト台

地,(4)東南部,(5)半島部の五つに大きくわけ,さらに申 央平原を Bangkok平野,上部平原,

および周辺部に,内陸高地を北部高地と西部山地に,半島部を東岸と西岸に細分 している｡

図 1に Pendletonの地形区分と,特長的な山系をしめす｡

中 央平原部は東西に約 160-200km,南北に約 500km のひろがりをもつ広大な平原で, ス

コタイ,ウ トラデイト,ピサヌロークの各県を北限とする.高谷6) は中央平原部のデルタ地形

を地質学的に調査し, よりくわしい地形区分を おこなっているが,ここでは Pendletonのそ

れとかなりよく一 致していることを指摘するにとどめたい｡

内陸高地はデーン ･ラオ,タノントンチャイの2大山脈のほかにピーパンナム,ルアンプラ

バン山脈およびその分岐が南北方向に走る北部高地と,タノントンチャイ,タナウオシー (チ

ナセリム)山脈の南部山地にわけられている｡いずれもかなりの山間部であり,1000mをこえ

る山々が点在する｡最高峯 ドイインタノン (2595m)はタノントンチャイ山脈の分岐したもの

でチェンマイ県にある｡北部高地が全体としてかなりの山地であるにもかかわらず,チュンマ

イ (314m),ランバン (220m),ナ-ン (201m),チェンライ (378m)などの 県都は いずれ

も低地の盆地にあり,このことが気象観測所綱の密度のあらさとあいまって山地の気候条件を

考えるさいのネックになっている｡

西部山地は北部高地にくらべ平均高度,山塊の発達のていどはややおとるが,それでもタノ

ントンチャイ山脈は1000m をこえる山群があり,タナウオシー両沢は600-1300m の高度を

もっている｡

コラー ト台地は西縁をペ ッチャブ-ン山脈,南をサンカムベーン, ドンラクの両山脈にかこ

まれ,北および東はメコン河にいたる｡台地の東北隅にはかなり顕著な丘陵地がウドンタニ県

からカラシン県の北をとおり県境にそってウボンラーチャタニ県に達している｡この東北丘陵

と西および南をかぎる山脈のほぼ中央の くぼみをムーン川が東流してウボンラーチャタニ県oj

東でメコン河にそそいでいる｡

半島部は地形的にはペッチャブリとビルマ領のタヴォイをむすぶ線でわけられるが,またチ

ュムボンー ラノンをむすぶクラ地峡でわけるというばあいもあるOタナウオシー山脈がビルマ

との国境をなしているが北緯10度49分でプケット山脈となり,さらに南ではナコンシータマラ

ー ト山脈とよばれ脊稜山脈を形成している｡

Ⅲ 年 平 均 気 温

Richards7)は気候学的に熱帯をさすときは,緯度によるのではなく,年平均気温 20oC以上

の地域をさすとしている｡吉良の あたたかさの指数 240oC以上の地域という定義にしたがえ
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荻野 :タイ国の気候区分にかんする一考察

は,年平均気温 は 25oC以上でなければな らない｡

年平均気温が もっとも低 い チ ェンライにおいて も,24.8oCであるか ら(気候データ1)*,タイ

には気候i'伽こも熱帯 にあるとい って もさしつかえないであろうOただ気温の観測所がほとん ど

すべてのばあい低地におかれているため, 山 地のよ うすはまった くわか らないoチェンライの

図2 年 平 均 気 温 分 布 図

大陸部では北から順に年平均気温が高 くなるが,

半島部ではいったん低 くなる｡データは気候デー

タ 1 による｡51地点の観測結果がふ くまれてい

るが,観測年数はかならずLも一定しない｡

図3 年 較 差 分 布 図

概して年数差は小さく低緯度地方の特長をあら
わしている｡ しいてあげれば西部LLJ地束麓と北部
高地からコラー ト台地にかけて年較差の比較的大
きいところがあらわれる.ここは半島部や東南部
にくらべて大陸気候的ということができよう｡デ
ータは図2とおなじ｡

*このデータはとう写印刷版で暫定的に発行されたもののようであるが,51観測点の1965年までの観測値

を収録したもので現在の入手できる最新のものと考えられる｡
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高度が378mであるが北部高地,西部山地,コラー ト台地の周辺部は1000m をこえる山地があ

る｡おそらく低い気温と高い湿度の山地気候のもとにあることを留意せねばならないであろう｡

年平均気温の分布をしめしたのが図2である｡上述の山地の影響は無視してある｡大陸部で

は北から南-平行して境に気温が高 くなっている｡半島部ではいったん下降するが,クラ地峡

付近でやや高 くなり南端部で下降する｡

熱帯気候の特長として気温の月別変化はあまり顕著なうどきをしめさず,年較差は小さい｡

年較差は大陸度をあらわす 指数となりうるが,図 3にみるように 内陸部で やや大きく8oC-

大陸性気候から半島部の 4oC 以下-海洋性気候が順にあらわれる｡

気温の季節変化はとほしく,季節区分はむしろ他の要因によるが,平均気温がもっともたか

くなるのは,雨の降りはじめる直前の月-だいたい4月一におおい｡このことは気温の変化が

中緯度地方におけるように太陽高度に支配されるのでなく,雨の降りかたと関係しているため

であるが注意を要することであろう｡最寒月は1月におおいから,かなり短いあいだに気温的

季節の変化がすんでしまうわけである｡

Ⅲ 風 向 とそ の 季 節変 化

南方圏の気候的な特色として,平均気温と平均気圧-したがって卓越風の方向-は年による

変動がすくないといわれている｡10) したがってこれらの気候要素にかんするかぎり,かなり短

い観測年数のデータも十分比較検討するにたえるものであるという｡小笠原10)は2-3年でも

信用することができるとしている｡

Credner(能11)による)によれば, タイ国において5月には南東風が吹きはじめ, 徐 々に

南から西南風にかわる｡ 6月には本格的に西南風が卓越する西南季節風のシーズンがおとずれ

る｡これは8月までつづ くが, 9月には多少不規則になり,ときには南風をみることもある｡

10月に風向は運転し優勢な東北風が吹き,東北季節風のシーズンとなる｡ 1月から5月までは

インドシナ半島内に発生する低気圧の影響で風向はかなり不安定な時季にあるという｡

この風向の季節による大規模な変化を季節風とよぶが,成因的には大陸部と海洋部をおおう

気団のあいだに生ずる気圧の変化によるかなり規模の大きい海陸風の交替を主因とし,それに

大気大循環により発生する熱帯前線の移動による影響がつけくわわったものと解釈されてい

る｡10,12)

図 4に北半球の冬および夏の季節風の方向がしめされている｡冬には熱帯前線が赤道より南

にさがり,北半球の低緯度地方は大陸内部に発達する高気圧による吹きだLと,赤道付近を年

中吹いている北東貿易風により,非常に発達した北東季節風が卓越する｡夏には太陽が北上す

るにしたがって熱帯低圧部が北上し,赤道付近は発達した高圧域となる｡と同時にインドおよび

インドシナ半島のつけね付近に低気圧が発達し,これにむかう吹きこみが南西季節風となる｡
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(a) (b)

図4 熱帯前線の季節的移動 と卓越風の方向
(a) 北半球の夏,熱帯前線は北上しインド洋から東南アジア一帯は南西季節風
が卓越する｡

(ち) 北半球の冬,熟措前線は赤道より南へさがり,北半球低緯度地方は卓越し
た北東季節風が吹く｡

図中Hは高圧部,Lは低圧部をしめす｡Dobby,E･H.G.(1961)よりとる｡

したがってこの時季にはインド洋から東南アジア一帯にかけて北東貿易風がほとんどみられな

くなる｡13)

表 1に10年間の平均風向頻変のもっともたか くあらわれたもの (これをここでは平均風向と

よぶことにする)をとりだしてまとめてみた(気候データ2)0

季節風としての大きい気流の方向が各地で観測されるさいには,もちろん局地的な地形の影

響によってゆがめられるはあいがおおい｡であるからここでは北東,南西の2方向を中心にそ

の両側の風,すなわち北東風については北風から東風までをふ くむ,おなじく南西風について

は南風から西風をふ くむようにして北東風系,南西風系のようにみてやると,この両者の季節

変化がかなりはっきりしている｡24地点での平均風向をとりまとめてみると北東風系の卓越す

るのは10月から4月までであり,西南風系の時季は2月から10月までであることがわかる｡こ

の二つの風系がかさなりあっている月を,タイ全体としてみれば,2大風系の交替する推移李

とすることができよう｡

したがって風向のうつりかわりから,(1)北東季節風李-11月～ 1月,(2)第 1推移季-2月～

4月,(3)南西季節風季- 5月～ 9月,(4)第 2推移季-10月をわけることができる｡

全体としてみるかぎり,この季節区分はきわめて顕著であるO北東季節風李には24地点のう

ち23地点で北東風系が観測され,南西季節風李には21-22地点で南西風系が観測されている｡

各地点での風向を北東風系,南西風系の2成分について,その頻度をくらべてみると表 2に

例示するように,推移李においては,最盛李におけるように対照的であるというわけではない｡
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蓑 1 各 地 の 平 均 風 向 と 降 水 量,降 水 日 数

データは気候データ 2による.このデータはのちに利用する 1,3より観乱点数がす く

ないが, いろいろな気候要素が 記録されているので なにかと便利である｡ Nakhonsト
thammaratの降水量,降水日数のみ3によった｡
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バンコクについてみると北東風系と南西風系の頻度は 1月に69.8:26.0であるが, 2月には逆

転し37.7:63.7になる｡南西季節風李の最盛李である7月には4.5:110.0であるのに対し,北

東季節風李の12月では96.6:6.4となっている｡

ここでえられた季節区分は,タイ国気象局気候部の発表している季節区分とぴったり一致し

ている(気候デ-タ1).同局は季節区分の根拠を明示していないが,おそらくおなじような観
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表 2 各 地 の 平 均 風 向 頻 変 (1943-52)
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測の結果によるのであろう｡Pendleton5) はやはり卓越風の季節的交替に着 目して, おなじよ

うな季節区分をしているが,ここでえたものと各月の対応がちがうようである｡

平均値としての季節風は,このようにはっきりとした季節区分ができるほど,きわだった変

化をみせるが, 1年 1年を とってみるときわめて 変動のはげしいものである｡5'10･13)これら降

水量の変動のはげしさと重要な関係があり,低緯度季節風地帯の降水量予報をきわめて困難な

ものとしている｡Pendleton5'は平均値からずれる異常なタイプを四つにわけ,(1)南西季節風

のお くれるもの, (2)8月の中 断がながびくもの, (3)はやい時期におわるもの,(4)発達 しす

ぎて過剰降水量をもたらすものをあげている｡(1)～(3)のタイプは降水量の過少の原因となり,

(4)は洪水の原因となって,いずれも農作物にとっては重大な打撃をあたえるものである｡

Ⅳ 降水量の季節変化と分布

低緯度季節風地帯における降水量に,もっとも影響の大きいのは季節風の交替である｡海上
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を長い距離にわたって吹走して くる南西季節風は大陸に降雨をもたらせる｡ 山地などにぶつか

り,気団を高所におしあげるようなところでは降水量は増加する｡これがいわゆる地形性降雨

といわれるものである｡大陸内郡で強い日射をうける地面があたためられ局地的につよい上昇

気流をおこさせ,これにより牲ずる降雨が低気圧l性降雨である｡あたたかい気団と冷たい気団

の不連続面でおこる降雨が前線性降雨とよばれるものである｡

タイ同の降水量は,その大部分が南西季節風による地形性降雨によるものであるが,低気圧

性降雨や前線性降雨も,小規模で断続的なものであるが無視してはならない｡ 2月3月の推移

李に気温はかなり上昇するから,あちこちに上昇気流を狂じ,ときには低気圧性降雨を,とき

には南北からの気団がぶつかりあう前線性降雨をみる｡いわゆるマンゴーシャワ-とよばれる

ものがこれである｡マンゴーシャワーは降水量主こそあまりおおくないが,農業活動 にとって,

また乾燥と暑気にあえぐ人間生活にとって,TiI要なものと考えられている｡

季節風による降水量が年降水量の80/%',ときには80%以上をしめ,しかも季節風の交替がき

わだっていることから,両の季節と雨のない季節がはっきりしている｡ ところが ｢雨季と乾季

の区別がはっきりし-｣という記述がおおいわりには,雨季と乾季の定義を明確にしめした例

はす くない｡あるものは単に季節風Oj方向にのみよって,南中射風李を雨季とさせたり,あるも

のは降雨量を規準にするべきだとしていたりする｡

Lauer,W.ら14'は年降水量の1/12以上の降水量をもつ月を雨のおおい月とすることができ

るとのべ,Richards,P.W.は熱帯降雨林の分布に影響をおよぼす 限界降水量は月 100mm で
あるとしている｡雨のよく降る月を感党的にとらえるならば降水 口数や降水強度も無視しては

ならないであろう｡15'かなりおおくの降水量があったとしてもあまり短時Hojうちに降ったの

では,おそらくただちに流指してしまい有効降水量になりえないであろう｡rif実雨の季節にお
いてさえ,その降りかたはかなり短時間に集中して降り,日本の栴雨季に経験するようなジメ

ジメと何日も降りつづ くということはない｡毎 ｢1降雨をみるときもだいたいきまって午後 2時

ごろから1時間か2時間降るといったように,短期的にはかなり予測のきくものである｡ほん

の短い時間の雨やどりですむから,概してタイでは雨具を必要としないのはわれわれ日本人に

とって少々奇異に感ずるが事実である｡

両の季節を定義 するためにここでは Richardsの月 100mm にくわえ, 降水日数が 10上∃以

ヒある月を,降水量がおおくしかもかなりしばしば降るという意味で雨の月,雨の月が-1づい

ておこる時季を雨季とよぶことにしたい｡逆に月降水量が 100mm未満,もしくは降水 ヒⅠ数が

10日未満の月を両のない月,そしてその時季を乾季とよぶことにしよう｡

表 1の風向に対応する各月の降水量と降水 F二!数をみようOナコンシータマラー トC/)降水量,

降水 日数は1966年発行の気象局水理郡の MonthlyandAnnualNormalsofRainfalland

RainyDays(193ト1960)(気候デ-タ3)であるが,あとは気候データ2によっていろ｡
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雨の月は中央平原部と北部高地部において,ほぼ5月にはじまり10月におわる｡雨季の開始

は南西季節風の開始と一致しているが,おわりは 1カ月おそいO卓越風の方向はメーホンソン

をのぞいて2月あるいは3月に南西風季にかわっており,ところによっては4月にすでに 100

mmをこえる降水量をみるところがある｡これはいずれも低気圧性降雨のいわゆるマンゴーシ

ャワーと考えてさしつかえないであろう｡能 11)は1928年と1929年のランシットとチェンマイの

降水量,降水 日数のデータをしめし1月から4月までの降水をマンゴーシャワー,5月から9

月をモンスーンによると説明しているが,ランシットの10月のかなりおおい降水量,1928年に

160.8mm は10日,1929年には 16.06mm 14日,については なんらふれていない｡9月の 降水

量が1928年には 329.6mm 22日,1929年には297.0mm 16日であるが,11月には両年ともOmm

O目であることを考えれば,9月までを雨季,10月から乾季にするのはうなずけない｡雨季は

たしかに季節風によってもたらされるが,おわらされるのではないことを考慮 しなければなら

ないであろう｡

コラー ト台地では前の2地方より観測例はすくないが,雨季の中断があったり(ナコンラー

チャシマ), はやくはじまりはや くおわったり (ウドンクエ)する例がみうけられる｡ おそら

くペチャブン,サンカムベーン, ドンラクの各山脈に南西季節風をさえぎられるための影響で

あろう｡が年降水量が他とくらべて小さいということもなく,ウドンタこのように東風の卓越

する4月が雨の月となったりしていることは,季節風の交替がおくれているためのみとはいえ

ない｡コラー ト台地の降雨はより複雑な機構をもっているためであろうか｡

東南部のバンコクよりのほう,すなわち半島部の上部東岸とむきあったサタヒープでは,辛

島部のプアヒン,プラチュアブキリカン,とともに雨のすくない地中海気候的な傾向をもち,

南西季節風李に雨季が中断する｡

東南部の束南端地方は半島部西岸とともに典型的な南西季節風雨季型であるのに対し半島部

東岸のチュムボン以南は北東季節風雨季型であるといえよう｡

概して雨季は半島部南部東岸をのぞく各地方で南西季節風に支配されているようであり,辛

島部南部東岸では北東季節風に支配されているといえるが,降水量および雨季の長さは地方に

よりかなりまちまちで,地形や大陸度の影響をかなりつよくうけているといえよう｡

気候データ3による雨季の長さを図 3にしめす｡気候データ3は2よりおおくの降水量観測

値を収録しているが,おおいとはいえ全土を79点-しかも降水日数の欠測が6点あるので実際

には73点でおおうのはかなりのむりがある.中央平原部はいくらか密に観測網が配置してある

が,その他の地方では観測点密度はかならずLも十分でない｡とくに山間部のデータは皆無に

ひとしいので図 5はかなりの推測をふ くんでいることをおことわりしておかねばならない｡

中央平原部の西よりとコラ- ト台地中央に雨季のみじかい地方があらわれる｡半島部と東南
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図5 雨季 の長 さの分布

各月の降水量が100mm以上,降水日数10日以
上を雨の月とし,そのひきつづきおこる月数の等

値線をしめす｡

データは気候データ3により,73地点の観測結

果をもとにしてえがいたものである｡西部山地と

中央平原部の境界付近の等雨季長さ線が破線にし

てあるのは,この付近の観測データがとぼしいた

め推定によることをしめす｡

図6 年 降 水 量 分 布 図

デ-タは図5とおなじ｡ただし等降水量をひく

さいには Akkharanukrom Phumisa'tthai付
図を参照した｡破線でしめされたのがそれであ
る｡

南西季節風のあたる斜面側は概して高い降水量

をしめすのに対し反対側斜面は降水量が低い｡半

島部西岸と東南部の一部をのぞいてタイの降水量

は概しておおくない｡

部の一部の雨季が長いのは容易に想像することができるが, 中 央平原部の西よりのかなり広い

地域がやや短い雨季をもつという結果であるのは予想外であった｡地形性降雨の風下側の影轡

がこのように広い地域にあらわれているためなのであろうか｡

これに関連 して年降水量の分布についてふれておこう｡図6にしめすように,半島部と東南

部の一部に 3000mm をこえるところがあるのをのぞいて, 全休 として年降水量の レベルはか
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ならずLもおおいとはいえない｡京都の1931年から1960年までの平均年降水量は 1571mm で

あることとくらべればおよその見当がつくであろう｡小笠原10)が指摘するとおり,地形的にみ

て海洋性気流の入口がタイ湾だけにかぎられているからであろう｡しかし雨季のはげしい雨を

経験したものにとって少々意外な感がすることはまぬがれない｡

降水が地形性であることと関連して南西季節風をうける斜面側は概して多雨である｡半島部

西岸,東南部のバンクット山脈南麓は 3000mm をこえ,サンカムベーン山脈南麓のナコンナヨ

ク,プラチンブリは 2000mmをこえる降水量をもつ｡これに対し南西季節風のかげになる側は

西部山地の東麓にあるタ-ク,カムパンペット,カンチャナブリ,ペチャブン山脈の風下側に

あるチャイヤプム, ドンラク山脈のかげになるプリラム, スリン両県の一部では 1000mm そ

こそこの降水量しかない｡半島部北部のタイ湾西岸を形成するサムットソンクラム,ペ ッチャ

ブリ,プラチュアブキリカンは南西季節風には脊稜山脈の風下になり,この付近ではタイ湾の

規模が小さいためであろう,北東季節風李にもみるべき降水がなくやはり雨の少ない地方とな

っている｡

Ⅴ ソーンスウェイ トの蒸通発量と水分収支

気候要因は単独にはたらく面もすくなくないが,いくつかの要因が相互にはたらきあって総

合的な気候型をつ くりあげていると考えたほうが,実情にあうばあいがおおい｡たとえば森林

植生型の分布を気候との関連において考えるさいにそうであろう｡熱帯地方ではすくなくとも

気温は植物の生育期間に制限的にはたらくことはない｡むしろ高温による大きい蒸通発量を降

水量がどのていどにまかなっているかを問題としなければならないであろう｡

古くから乾燥度あるいは湿潤度をあらわすいろいろの方法が提出され,それらによる気候区

分がこころみられてきた｡Laロer,W.14)らはそれらの方法のいくつかを検討しているが,要す

るに気温と降水量,気温と相対湿度あるいは降水量と蒸発量によるものである｡乾湿の計算法

はさまざまであるがいずれも一長一短であり,ある地方では植生分布をかなり説明しえても,

他の地方ではかなり修正を必要としたりするばあいがおおい｡

これらの方法のなかでソーンスウエイトのものは最大蒸通発量と降水量をくみあわせ,土壌

の保水力を考慮しながら,水分の収支計算をしようとするものである｡土壌水分を考慮する点

で他の方法とくらべてすぐれていると考えられるので,この方法により水分収支を検討してみ

たい｡

最大蒸通発量 (PotentialEvapotranspiration)一蒸発散位 という訳語がつかわれることも

ある-はソーンスウェイトのライシメーターを利用した,かなり大がかりな一連の実験によっ

てみいだされた一種の気候常数である｡栢被の種類に関係のない,土壌の性質にもほとんど関
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係のない気温と日長時間の闇数であるという｡準備 された計算図表を利用 し,月平均気温と緯

度を知れば最大蒸通発量を計算することができる｡16)平均気温 0が 26.5oCで標準化された(日

長時閲の影響をのぞいた)最大蒸通発量 eは 13.5cm となり,それ以下では

e-cod (1)

で近似できるという.定数 C,aをきめるために Oからiを数値表でひき, 合計 Iをもとめ両

対数軸にとった計算図を利用するわけであるが,βが 26.5oC より大きいばあい βは(1)式では

近似できな くなる｡♂>26.5oC のばあいの βの計算表があたえられているので実際の計算ほか

図7 平均気温(♂)から標準化された最

大蒸通発量 (♂)をよみとる計算図

各月の平均気温からiをもとめその和Iを図の

∫尺の上にとり,♂:26.5,♂:31.5の点とむすべば,
e言 e---COO

ただし C,aは図から決定する定数によってもと e
められる｡β>26.5oCについては図にしめすよう (oC)

に両対数直線関係がなくなり β一大 で β一一定

となる傾向がある｡

Sattahipの √-171.8が最大,Chiengrai′

-135.9が最小でタイ各地のものはこのあいだに
はいる｡参考のため鹿児島′-80.7を京都∫-68.3

をいれてある｡

Ⅰ

soHOhLtpt1--17l-_＼ちl91 200一oo O:265e:135

ch.teOqfQ.tLt一 1ヽ

toqo5btQOL1,-68pGO-,辞や 50403020I865

10-1 100L6 e(cm) lO l

えってかんたんになる｡この表にあたえられている数値をプロットしてつないでみると図 7に

しめすようにな り 0>26.5oC で eはゆるやかな 曲線をえがいて上限値を もつようにみえるO

平均気温のたかい, したがって Jの大なる地方では ♂-26.5oC で不連続な変化を するのが気

がか りであるが,今回の計算ではそのまま利用することにした｡ 求め られた βに緯度によるl｣

長時間の補正をほどこしてIlu出での最大蒸通発量をえる｡

このようにしてえられた e'を支出,降水量 Pを収入 として収支計算をおこない,P>e'aj月は

水分はあまり,流出する｡P>e'ならは水分は最大蒸通光量に対 して 不足する｡ただ し土壌に

は保水力があるか ら一定の限度までは水分をた くわえることができるとするわけである｡ソー-

ンスウェイ トはいろいろな土壌の平均値 としてこの値を 100mm と仮定 している｡16) P､3'の

月においても,もし p-e'が 100mm をこえないばあいは,土壌水分によってまかなわれるか

ら,実際には水分の不足はおこらないと解釈するわけである｡
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表 3 各地 の 降水 量 と最 大蒸 通 発 量 に よ る水 分 収 支

Cは平均気温,e'は最大蒸連発量(支出),Pは降水量(収入),Bは e'とP の収支,

SM は土壌水分量,Sは過剰水分量,Dは不足水分量をあらわすo
データは気候データ 1および 3による｡ ただし各地の緯皮, 経度および高度は

気候データ4によった｡

二 ｢亘 二戸 車i車 可 読 ｢這打 両 ~元 ｢~云 持 去p･T o-tt-･~1~読 75話･~亘 よこ:Fr三･

1. 内 陸 高 地

Station:1.Chiengrai,19055′N ,99050′E,378m, Humid M onths 8.3,AridMonths 3.7
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β(mm) ト 52.2
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Station:3. Chiengmai,18047′N,98059′E,314m, Hum idMon ths5.7,Arid Months6.3
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Station:5. Lampang,18012′N,99024′E,220m, HumidMonths4.1,AridMonths7.9

sM(--, 0; 0: 0

∫(mm) O

D'--' : 55.3

11

0

Oi 0

122.0: 94.6

0. 0 0 29.7,87.7 77.0
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0. 0. 0

0!56.7:522.0

1931
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Station:6. Phrae,18010′N,99050′E,?,Humid Months4.5, AridMonths7.5
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e/(mm)

P(mm)

β(mm) _喜措

S.W(mm) Oi 0? oj o

1

112 2.0
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1931

一一60

Station:7. Maesarieng,18010′N,97050′E,314m, HumidMonths5.6, AridMonths6.4

♂(oc)
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Jam.iFeb.lMar.葛Apr.】May Jun･1Jul･ jAug･ISep･ oct･iNov･iDec･LAnn･恒 S･

Station:9. Maesot,16040′N,98033′E,210m,HumidMonths5.6,AridMonths6.4

喜喜:;1125…:lil1喜…:冒
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0
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2. コ ラ ー ト台 地

Station:ll. Loei,17032′N,101030′E,?,HumidMonths7.0, AridMonths5.0
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!Jan･iFeb∴Mar･+ pr･.May._聖 上_J_ul･__jug_∴eep･p_〉_Pct･iNov･iDec°+nn･Yrs･

Station:13.Nakhonphanom,17030′N,104020′E,?,HumidMonths6.4,AridMonths5.6
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Station:14.Khonkaen,16O20′N,102051′E,157m, HumidMonths6.6,AridMonths5.4

♂(oc)
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Station:15. Mukdahan,16033′N,104044′E,138m, HumidMonths6.5,Arid Months5.5
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Jan･lFeb･lMar.iApr･iMayiJun･1Jul･巨ug･S･ftP･ oct･iNov･JDecJAnn･Frs･

Station:17.Chaiyaphum,15045′N,102002′E,?, HumidMonths3.5,AridMonths8.5
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Station:18.Ubonratchathani,15015′N,104053′E, 123m, HumidMonths6.1,
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Jan･IFeb∴Mar･LApr∴MayiJun･jJul･ Aug･･Sep･ Oct･…Nov･iDec°=Ann･!Yrs･

､

､

3.中 央 平 原

Station:21.Phitsanulok,16050′N,100016′E,50m, HumidMonths5.9,AridMonths6.1

e'(rnm) L 92.0 1
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Station:26.Suphanburi,14030'N,99050'E,?, HumidMonths4.3,AridMonths7.7
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Station:27.Kanchanaburi,14001′N,99032′E,28m,HumidMonths3.3,AridMonths8.7
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Station:30.Prachinburi,14010'N,101010'E,?, HumidMonths7.0,AridMonths5.()

p(--) 7･2 27･3;55･1=124･2…241･3325･3.378･5346･4388･1 188.2 30･2 2･12113･9豊
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4.東 南 部

Station:32･Sattahip,12039'N,100053'E,55m, HumidMonths3･5, AridMonths8･5

∴ ∴ 二~ I- ∴ ∴ ∴ ~∴ ~二二 ∴ 二∴ ニ ー~ ニ ーt

I

B(m m ) -122 .2 -94.4㌧103 .3 -61.9-15.1-90.0･-76.6 -60.4 68.8 128.9-41.7-122 .4-590.3･

SM(mm) 0 00 0 0 0 0 0 68.8100,0 58.3 0

Station:33.Chanthaburi,12037'N,102007'E,5m, IlumidMonths74 AridMonths4.6l

SM(mm) 0 00 0100.0100.0100.0100.0100.0100.0 46.7 0

∫(mm) 0 00 ･ 0 88.6:338.8376.6338.4383.6126.5 0 01652.5

刀(mm) 99.3;90.1.85.8 13.8 000 0 00 0 57.1!346.i
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liJan･:Feb･iMar･LApr･iMayIJun･IJul･!Aug･Esep･joctl1N可 Dec･LAnn･iYrs･

Station:34.Khlongyai,11047′N,102053′E,4m, HumidMonths9.6,AridMonths2.4

12.喜i16.6.illO7…:冒

01 0

11

∫(mm) ･ Oi 0

1…呂:…i123…:62≒12265:…l16…67'.95

5.半 島 部

Station:35. HuaHim,12034′N,100048′E,3m, HumidMonths3.0,AridMonths9.0

1952
～65

1931
～GO

1

27.7】

149.7

19.5

-130.2

28.7i28.9

157.8

63.9

-93.9

168.6

108.2

-60.4

S i 呂! 冒
130.2 】 93.9】60.4

26.3

734.4二二呈:∴

Station:36. Prachuapkhirikhan,11048′N,99048′E,5m, Humid Months3.4,
AridMonths8.6

e(oc) 弓 24･5
e'(mm' ; 99･O
P(mm) t 31.51

SM(mm) 0

∫(mm) 0

1;描 1三言:33

_芸…:…L 133:03日 昌:≡

oL oi ol o;

28 ･Oh 7･9
159.6

93.5

157.3

91.6

-66.1上 65.7

141.4≒124.1

1

115･01253･9

134 .9t112.5
o' o: oぎ100.0⊆

o; oい 2･喜1
66.1≒ 65.冒 ら 34 .9 も .

164.9

40.8

103芸器 …三:99
-71.6§521.01

100.Or28A! r

40.8 1

0! 3334 575

00

Station:37.Chum phon , 10027′N,99015′E,3m , H um id M o nths 9.2, Arid Months 2.8

♂(oc)

♂/(mm)

【 24･9】
上 06.7/
26
.
1

115
.
7

524

1532009

4422(U
8523252311一

219900

3177

56

11 4

6

3

1 5

9

1

1 2

1

9

7

1

5

2

5

7

1

1

8900

40

27

2100

86349
0

2

4

7

2

9

日
H

H
H

0

5

5

4

0

0

4
1
7
8

…45冒:≡鳥 02芸:66H o8喜:
Ill
.
Oi222
.
0 ‖リ8

9
3
4

王呂Z‥害]2020･'91…冒:≡

0510463619～191
845164282362693
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巨an･jFe中 Mar･jApr･;May;Jun･iJul･予隼 Sep･.Oct･iNov･FDec･iAnn･=Yrs･

Station:38.BanDon,09008/N,99018/E,3m, Humid Months8.4, AridMonths3.6

e'(mm) .120.0･124.5151.4:158.5:165.5157.5157.9;156 .4:146.6143.1129.3116.71727.41

sM(mm) 42.7: 00 0 38.2 25.6 0 0 ' 50.0100.0:100.0100.0

∫(mm) 00000000076.3182.9･123.3382.5
D(mm) 0 53.9121,0 63.1: 001.4.12.5 00 0 0251.9

Station:39.Nakhonsithammarat,08025′N,99058′E,5m, HumidMonths8.8, Arid
Months3.2

1931
-60

l

1

Station:40.Songkhla,07013′N,100036′E,4m, HumidMonths5･3,AridMonths6･7

o(oc) 26.9;27.3･27･8 28･5 28･9:28･6 28･4 28･3 28･1;27･5･.26･8 26･5:27･8.Lg喜Z

p(m-, 159.5 58.0･57･3 90･7118･510013 92･1 91･0102･9:325･2:579･5456･32231･3.盟

B(mm) 18･1-74･1了93･3-64･0-45･5了58･2-67･9･-66･6上47･2177･2;443･2318･6440･3

刀(mm) 0 0 67.4 64.0.45.5.58.2 67.9 66.6.47.2 0 0 0416.8

station:41.Narathiwat,06026′N,101050′E,4m, HumidMonths10.9,AridMonths1.1

0(oc) 25･6 26･3 26･9 27･7. 28･0 2 7 ･6 27･3 2712 27･2 26･7:26･1 25･8 26･9【=岩岩

1

B(mm) 95.2トー33.1 -31.6 -62.9

sM'--' ;100.0: 66.9 35.3 0

; ∴ ∴ ::~ I-_:_- 二二二二 二∴ ∴ 二 二二 ~:_

1

19.6; 12.6 0 17.2!55.8･100.0:100.0!100.0

S(mm) 95.2･ 0･ 0･ 0: 0･ 0 0

D(mm) 0 0 0 27.6; 0 0 29.3 0 0 0 0 0 56.9

1943

1931
～60
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1Jan･;Feb･iMar･【Apr･1MaylJun･lJul･lAug･isep･ioct･ FNov･EDec･iAnn･LYrs･

Station:42.Ranong,09058′N,98038′E,35m,HumidMonths9.7,AridMonths2.3

章二二 ≡二二 826･喜t324･喜

25.4
3

5
4
6
.19
1
662

10
3

6

19
1
9
3

-31.3 347 4 .4

68.ZoE3…冒壬‥≡

Station:43.Phuket,07058′N,98024′E,3m,HumidMonths8.3,Arid Months3.7

冒,'(omcm',鳥 …鳥 68 :冒

P(rnm)
β(mm) _1喜…:73㌧1喜S:冒

貰 1 75.:0!1.6.;

28.5F 28.6

156.3

67.2

-89.1

00

89.1

157.0

150.9

-6.1

00

6.1

27.5
153.8
4

6
2
8

8

2

2

1

7

2

6

3

2

5
7

2

1

2

1

100.01100

1

3

1

1

5

3
2

9

0

: :二 ‥二

喜喜;喜⊆…喜.;;≡

128●呂)123●.9j 184●.2ぎ221●喜

27･1r27･1ぎ 27･6
137.5

206.8

69.3

100.0

69.3

0

140.3F1772.2

Station:44･Trang,07030′N,99040′E,?,HumidMonths9.7,AridMonths2.3

♂(oc)
e/(mm)
P(mm)
β(mm)
SM (rnm)
∫(mm)
D(mm)

26.8…27.8

101･9卜11015
01 0

28.7

157.8

64.2

-93.6

29.0

158.5

176.9

18.4

0118.4

1…Z:72鳥 …:…ll≡g:09
254.9 282.2
106.6 141.3
100.0 100.0
106.6 141.3
00

119.7; 0

00

T芸 …

8

5

8

2

9

8

9

3

表 3に上のような水分収支の計算結果をあげた｡ここでも土壌中にたくわえられる水分の限

度を一律に 100mm と仮定して計算してみた.バ ンコクのばあいを例にとって収支計算をさら

に説明しよう011月から5月までの各月は P<e'で水分収支はいちおうマイナスとする0 6月

から10月までの各月は P>e'でプラス｡ 6月から 8月までの をうわまわるPはすべて土壌水

分としてたくわえられる｡ 9月にいたってはじめて土壌水分は 100mm をこえ,余剰水分 79.7

mm を生ずる｡この月の p-e'は 153.9mm であるから,その52%が余剰水分 となって流出す

るわけである.10月にも P>e'であるがすでに土壌水分としてたくわえられる限度はこえてい
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るから p-e′の 106.9mm は全部余剰水分である｡ 11月には P>e'となり, さきにいちおう

マイナスの収支をしたが,その分 77.0mmは土壌水分で十分まかなうことができる｡したがっ

てこの月はまだ水分不足はおこらない｡12月にはじめて p-e'は土壌中に たくわえられた水分

を全部つかいきってもなお 84.3mm の水分 不足をみるOこの月o)A-e'は 107.3mm である

から土壌水分でまかなったのは21%にすぎず,逆に水分不足は79%もあるということができよ

う｡けっきょく年間を通じて 186.0mm の余剰と 522.5mm の不足が生じている｡年間の総最

大蒸通発壷が 1806.4mm,降水量が 1469.9mm でその収支はマイナスであるが,降水量の月分

布がよいため実際に水分が不足するのは5.8カ月にとどまっている｡ このようすをグラフにし

めしたのが図 8である｡代表的に6地点をあげておこう｡

土壌の保水力は,土壌の諸性質によってもかなりひらきがある｡土壌から水分の流出する機

構にはさらに雨の降りかたが関係するなどかなり複雑なものがある｡ここで仮定したように土

壌中に水分が保持されるメカニズムを一定容量の器を用意するようなものでないことはあきら

かである｡ソーンスウェイトも流出量の計算にはなおおおくの条件を必要とするとしていると

いう.16) がここでは流出量oj問題についてはこれ以上たちいってせんさくしないことにするO

ともあれ水分が蒸通発量に対 し相対的に不足する月,不足しない月,あまる月があるわけで

ある｡これをそれぞれ乾燥月,湿潤月,過湿月とよぶことにしよう｡そしてとくに乾燥月の｢

づ く時季を乾燥李,湿潤月ojつづ く時季を湿潤季とよぶことにしようC

申央平板邪ではだいたいにおいてバンコク型の経過をとるものがおおく年降水量は 1500mm

をこえず,その月分布は二山型である｡最大蒸適発量は この地方のたかい平均気温を反映し

1700mm 前後のかなりたかい値をしめし,収支計算はマイナスになる｡北部高地および西部山

地は最大蒸通発量が 1500mm 台になるが,降水量がチェンライ付近の 北部をのぞいてかなり

低 い ため,水分収支はやはりマイナスである｡降水分布はチェンマイ型の一山集中型がおおい｡

コラー ト台地は二山型の降水分布をもつがバンコク型よりより鋸若にあらわれるO最大蒸通

発量は 1600mm 台であるが,北部高地とおなじく降水量が 低いため水分収支は概してマイナ

スとなっている｡東南部と半島部はいずれも 2000mm をこえる降水量の おおさが最大蒸通発

量をかなりうわまわるため過剰水分量がおおい｡半島部東岸は北東季節風雨季型でしかも集申

型であるが,この傾向は苗にさがるほどいちじるしい｡

図 9にしめしたのは湿潤季の良コをE]数であらわしたものである.図 5の雨季の長さをしめ

す図とかなり対応をしめしている｡これらの図はまた図 6の年降水量の分布図とかなり一致す

るところがおおい｡1400mm の等降水墨線は図 5の雨季4カ月の線とまた図9の湿潤季 6カ月
の線とかなりよく一致している｡

湿潤李の長さは雨季の長さよりかなり長くなるのは当然であろう｡しかしながら図 5では北
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J FM AMJ JAS0 NDJ

JF～ AM JJA S0 N0 J

528

図8 降水 量 と最 大蒸 通 発 量 の月 別 変 化

実線は降水量 (P),破線が最大蒸通発量 (e')をしめす.P>
e'ならば水分不足はない.あまった水分量のうち 100mm を

限度として土壌中にたくわえられる(タテ線をいれた部分)｡こ

れが ♪<β′の月に利用され,土壌水分があるかぎり, 実際に
は水分不足はおこらない (ヨコ線でしめした部分)0

図中の Ann･17･は年降水量,Ann.e'は年最大蒸通発量,
H･M･は湿潤月数,A･M･は乾燥月数をあらわす｡

JドMAM JJ A S0ND J

JFM AMJ JA S 0 N_DJ
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荻野 :タイ国の気候区分にかんす る一考察

部高地とコラー ト台地のL巨L､邦をのぞ く大

部分が 6カ月以下の雨季をもつとされるの

に対 して,図9ではコラー ト台地の周辺部

が,北部高地の上部をのぞ くかなり大きい

部分より湿潤李が良いという結果になって

いる｡

このような結果は1963年11月から12月に

両地方でこころみた森林土壌の調査行で う

けた印象と必ず しも一致 しない｡

湿潤月の計算にさいして土壌水分として

律に 100mm とするのは疑問があるとすで

にのべておいた｡植生分布の基礎としての

湿潤月の長さを もとめるときには,植物の

生育に有効な水分としての土壌水分量,土

壌の保水力を考えてお く必 要 が あ ろ う｡

Kramerは MacgillivarayとDoneenの調

査結果を引用して土壌中の有効水分量一周

場容水量と萎凋点のあいだにある土壌中の

毛管水の昌一は土壌タイプにより深 さ1フ

ィー トの作土にふ くまれる崖として0.17イ

ンチから3.08インチのひらきがあるとして

いる｡17) 深 さ 70cmまでおなじ組成の土壌

がつづ くとすればこれは 10mmljilから180

mm 弱までのひらきがあることになる｡堤

ら18)はコラー ト台地のパ クトンチャイ (ナ

コンラチヤシマの南)で最大容水量が 300

図9 湿潤 月の長 さの分布

降水量と最大蒸通発量をもとに水分収支計算を

おこない,水分不足のおこらない月を湿潤月とし
てその期間を湿潤李とする｡

コラート台地の中心部をのぞくかなり大きい地

方が北部高地より湿潤李が長い結果となったが,

これは両地方の印象とかならずLも一致しない｡
デ-タは気候データ1および3により,ソ-ン

スウェイトの方法で計算した｡

mm,採取時含水率はその30-40%,メコン

パ ノム,セーノイ (ウボンラーチャタ二の束)で 100-120mm,10-30%, 北部高地のランバ

ン,チェンマイで 300-400mm,50-60%, 半島部のカオチ ョン(トランの東)で 300mm,80%

という値をえている｡半島部での採取時季は 1月でまだかなりの降水をみるときであるから採

取時含水率が最大容水量の80%という高い値をしめしたが,これは圃場容水量にかなり近い値

と考えて さしつかえないであろう｡ 圃場容水量が最大容水量に平行して変化するものとす れ
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ば,コラー ト台地ではパクトンチャイの 240mm,メコンパノム,セ-ノイの 80-160mm,北部

高地の 240-320mm,半島部では 240mm とすることができよう｡北部高地の土壌は概して浅

く磯に富むが埴壌土のものがおおいのに対して,コラー ト台地は概して微砂質壌土で石英質も

しくは桂質砂岩をふ くむかあるい はラテライ トを ふ くむものであると されている｡1'これを堤

の調査結果とただちにむすびつけるのは,調査数の点で問題があろうが,ありそうな傾向とし

て指摘しておきたい｡

ま と め

タイ国の植生分布の基礎として考えられる気候要因のとくに湿潤度について考察したのが小

論である｡

降水量およびその分布におよぼす卓越風の季節的交替の影響はいちじるしく季節風地帯の特

長をそなえている｡にもかかわらず降水量の月分布をみると季節風のみによって降水は支配さ

れるのではなく,したがって季節風の交替の時季によって雨の季節と雨のない季節を区別する

のはむりである｡

雨の月を降水量 100mm以上,降水目数10日以上の月とし,雨の月がつづ く時季を雨季とす

ると図 5のような雨季の長さ分布をえる｡

最大蒸通発壷と降水量による水分収支にもとづき水分の不足 しない月を湿潤月とし,没潤月

のつづ く月を湿潤李とすると図 9のような湿潤李の長さ分布をえる｡

雨季と湿潤李の長さは,湿潤李のほうが長い｡雨季 4カ月の線と湿潤季 6カ月の線はかなり

対応させることができるが,まったくおなじものではない｡

湿潤月の計算に利用する土壌保水力 100mm という仮定は適当な修正をほどこす必要がある

かもしれない｡

半島部と東南部の一部は年降水量,雨季の長さ,湿潤李の長さのいずれでもきわめて顕著に

他の地方から区別され特長のある多雨,湿潤気候といえる｡半島部北部と東南部北部はタイ湾

をはさんでむかいあっているが,地中海気候的な特長をもち湿潤李が短い｡内陸部では概して

山地の東麓に乾燥李の長い地域があらわれ,とくに中央平原部でいちじるしい.山間部はコラ

･一卜台地周辺部,北部高地,西部山地のいずれにおいても湿潤李が長いであろうことが推察さ

れるが気候データにとぼしいため山地気候のありさまはよくわからない.

謝 辞

小論をかくにあたりおおくのかたの好意ある援助をえた｡まず調査をおこなうについて東南

アジア研究センタ-の岩村忍所長,本間武教授のご配慮をいただいたo石井米雄教授には地名の

ローマ字化の校閲をしていただいた｡農学部の堤利夫助教授にはとくに土壌水分についていろ

530 -96-



荻野 :タイ国の気候区分にかんする一考察
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